
 資料２-（２） 
若者・女性の就労等トータルサポート事業 

事業名 【若者・女性の就労等トータルサポート事業】ワンストップの総合相談窓口事業 

目 的 

 

ワンストップの総合相談窓口事業では、若者・女性を主な支援対象とする

ほか、中高年齢者・障がい者・ひとり親家庭の親など、働く意欲・希望があ

りながら、雇用・就労を妨げる様々な阻害要因を抱える「就職に向けた支援

が必要な人」を対象として、無料の職業相談・職業紹介施設を運営し、各施

設の窓口において求職者の状況に応じたきめの細かな職業相談・職業紹介、

カウンセリングなどを行うとともに、各種就労支援機関などとも連携して求

職者を就職に結びつけることを目的とする。 

特に若者に対しては就職準備から職場定着まで一貫して切れ目のない支援

を行い、女性に対しては子育てと両立できるよう再就職支援を行うなどワン

ストップの総合相談窓口とする。  

成果目標指標 

 

・相談件数：25,000 件（27 年 4 月～2月までの実績 24,829 件、目標 25,000 件） 

・就職件数： 2,200 件（27 年 4 月～2月までの実績 2,167 件、目標 2,200 件） 

・安定就職者数（正社員又は１年以上の契約社員）：300 人以上 

※このうち、若者（34歳以下）と女性の合計で250人以上を目標とする。 

（27年4月～12月までの実績218件、目標250人） 

事業内容 

 

○ワンストップの総合相談窓口（計６か所） 

・しごと情報ひろば事業 

  市内５か所のしごと情報ひろばにおいて、職業相談・職業紹介、求人開拓、

出張相談、企業説明会などを実施する。 

・地域就労支援事業 

  大阪市地域就労支援センターにおいて、就労相談（職業相談・職業紹介を含

む。）やグループワーク、区役所への巡回相談などを実施する。 

事業の 

ポイント 

ワンストップの総合相談窓口をめざして機能を拡充 

・働くことに関する初期の相談から就職後の定着まで切れ目のない支援の実施 

・保育施設に関する情報など関係機関との連携による支援情報を一元的に提供 

・若年求職者の利用促進に向けたＩＣＴの活用 

・【若者・女性の就労等トータルサポート事業】として実施する各種支援事業と

の連携した支援を行う窓口として位置づけ 

実施期間 平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

予 算 額 １３７，５１２千円 


